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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 19,118,88318,041,7839,810,8519,000,36043,699,395

経常利益 (千円) 512,411 271,749 293,723 68,8541,201,958

四半期(当期)純利益 (千円) 239,707 180,649 61,743 61,740 553,788

純資産額 (千円) ― ― 14,823,75814,667,37414,723,836

総資産額 (千円) ― ― 29,145,33627,752,05029,970,373

１株当たり純資産額 (円) ― ― 672.63 696.54 684.52

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.30 8.76 2.92 3.00 26.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 48.7 51.6 47.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,026,5781,990,478 ― ― 3,832,630

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △629,189△382,144 ― ― △575,017

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,930,623△2,057,465 ― ― △3,250,399

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 762,800 854,1151,303,246

従業員数 (名) ― ― 1,857 1,887 1,825

(注)  １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

 ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,887

(注)  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 476

(注)  従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメント名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

情報通信設備事業 7,379,739 96.2

情報通信サービス事業 1,920,201 73.2

販売リース事業 712,593 71.0

合計 10,012,534 88.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメント名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

情報通信設備事業 2,620,807 81.0 20,888,575 99.0

情報通信サービス事業 1,766,284 82.2 1,157,031 77.6

販売リース事業 712,593 71.0 ─ ─

合計 5,099,686 79.8 22,045,607 97.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 売上実績

当第２四半期連結会計期間における売上実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメント名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

情報通信設備事業 6,168,747 99.7

情報通信サービス事業 2,119,018 81.0

販売リース事業 712,593 71.0

合計 9,000,360 91.7

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３　連結売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に集中しているため、業績に季節的変動があり

ます。

４  主な相手先別の売上実績および総売上実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東日本電信電話株式会社 4,833,516 49.3 5,337,636 59.3
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は，前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社および連結子会社)

が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、雇用情勢に一段と厳しさが増しているものの、企業

収益の減少のテンポが緩やかになるなど持ち直しの動きがみられてきました。一方で、世界景気の下振れ

懸念など、景気を下押しするリスクが継続しております。

　北海道経済においても、一部に持ち直しの動きが見られるものの、先行きについては、引き続き国内外の

経済情勢に留意する必要があります。

　また、当社グループの主な事業領域である情報通信市場は、光化を中心としたブロードバンドアクセス

サービスでの設備競争やサービス競争の進展に加え、映像配信・ＰＣ以外の情報機器を活用した新たな

サービスが登場するなど、大きな変化をみせております。

　このような状況において、当社グループは「中期経営計画」(平成20年度～22年度)のもと、グループ企

業価値の向上を目指し、グループ全社あげての業務改善およびグループトータルコストの削減に努めて

おります。

　その結果、当第２四半期における連結業績は、長引く景気停滞による厳しい受注環境の影響を受け、売上

高は9,000百万円(前年同四半期比8.3％減)となりました。損益面につきましては、前年度好調だった情報

通信サービス事業の利益が減少したことにより、営業利益は56百万円(前年同四半期比80.7％減)、経常利

益は68百万円(前年同四半期比76.6％減)、四半期純利益61百万円(前年同四半期比0.1％減)となりまし

た。

　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（百万円未満切捨て)

事業の種類別
セグメント名称

連結売上高
(百万円)

連結営業利益
(百万円)

前第２四半期
連結会計期間

当第２四半期
連結会計期間

増減
前第２四半期
連結会計期間

当第２四半期
連結会計期間

増減

情報通信設備事業 6,301 6,252 △49 118 34 △83

情報通信サービス事業 2,710 2,281△428 260 128 △131

販売リース事業 1,509 1,218△291 96 66 △29

消去又は全社 △711 △752 △41 △184 △174 10

合　　計 9,810 9,000△810 291 56 △234

　

(情報通信設備事業)

光ファイバー関連のエリア拡大傾向の鈍化が続き、売上高は6,252百万円と前年同四半期と比べ49百
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万円減少、営業利益は34百万円と前年同四半期と比べ83百万円減少となりました。

　

(情報通信サービス事業)

厳しい受注環境の中、プロジェクト管理の徹底や選別受注の強化に取り組みましたが、売上高は

2,281百万円と前年同四半期と比べ428百万円の減少、営業利益は128百万円と前年同四半期と比べ131

百万円減少となりました。

　

(販売リース事業)

低迷が続く北海道内の景気動向による企業の設備投資減少等の影響を受け、リース関連の販売等が

減少したことにより、売上高は1,218百万円と前年同四半期と比べ291百万円減少、営業利益は66百万円

と前年同四半期と比べ29百万円減少となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末(以下「前期末」という。)に比べ

2,218百万円(7.4％)減少の27,752百万円となりました。流動資産は売上債権などの減少により前期末に

比べ1,960百万円(12.7％)減少の13,494百万円、固定資産は258百万円(1.8％)減少の14,257百万円となり

ました。

　負債合計は借入金などの減少により、前期末に比べ2,161百万円(14.2％)減少の13,084百万円となりま

した。

　純資産合計は、配当金の支払いなどにより前期末に比べ56百万円(0.4％)減少の14,667百万円となりま

した。

　以上の結果、自己資本比率は前期末の47.4％から51.6％に増加し、第２四半期末発行済株式にもとづく

１株当たり純資産は、前期末の684.5円から696.5円に増加しました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は854百万円となり前年同四半期と比較し

て91百万円増加し、前連結会計年度末より449百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの前年同四半期に対する増減

は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における営業活動に使用した資金は、前年同四半期に比べ95百万円減少

の420百万円となりました。

　当第２四半期会計期間における支出の主な内訳は、たな卸資産の増加によるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果、234百万円の支出となり、前年同四半期に比べ

20百万円支出が減少しました。

　使用した資金の主な内訳は、固定資産の取得によるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果、794百万円の収入となり、前年同四半期に比べ

633百万円収入が増加しました。
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　収入の主な内訳は、短期借入金の増加によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社および連結子会社における事業上及び財務上の対処すべき

課題に重要な変更はありません。

　また、新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は1,663千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等

の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 85,000,000

計 85,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,878,21720,878,217
東京証券取引所
(市場第二部)
札幌証券取引所

単元株式数は1,000株
であります。

計 20,878,21720,878,217― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ─ 20,878,217 ─ 1,432,939 ─ 9,080
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６番６番
日本生命証券管理部内

1,406 6.74

第一生命保険相互会社 東京都中央区晴海１丁目８番12号 1,395 6.68

株式会社協和エクシオ 東京都渋谷区渋谷３丁目29番20号 1,272 6.09

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１番地 1,018 4.88

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目11番地 1,018 4.88

三機工業株式会社 東京都中央区日本橋室町２丁目１番１号 1,000 4.79

つうけんグループ社員持株会
札幌市白石区本通19丁目南６番８号
㈱つうけん内

881 4.22

日本コムシス株式会社 東京都港区高輪３丁目23番14号 473 2.27

みずほ信託銀行株式会社退職給
付信託大明口再信託受託者資産
管理サービス信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番12号 237 1.14

ＩＲＩＣ株式会社 大阪府大阪市中央区島之内１丁目13番28号 212 1.02

計 ― 8,913 42.69

(注)  上記のほか、当社が保有している自己株式が292千株（1.40％）あります。

　

EDINET提出書類

株式会社つうけん(E00154)

四半期報告書

10/32



(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 292,000
(相互保有株式)
普通株式 43,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

20,212,000
20,212 ─

単元未満株式 普通株式　331,217 ― ─

発行済株式総数 20,878,217― ―

総株主の議決権 ― 20,212 ―

(注) １　「単元未満株式」の株式数欄には、自己株式995株と北通産㈱301株の相互保有株式が含まれております。

２　「単元未満株式」の株式数欄には、証券保管振替機構名義の株式が220株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱つうけん

札幌市白石区本通19丁目
南６番８号

292,000 ─ 292,000 1.40

(相互保有株式)
北通産㈱

札幌市北区新琴似７条12
丁目１番30号

43,000 ─ 43,000 0.21

計 ― 335,000 ─ 335,000 1.61

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 215 220 251 245 242 238

最低(円) 197 200 220 231 228 230

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)および前第２四半期連

結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則にもとづ

き、当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)および当第２四半期連結累

計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則にもとづいて

作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで)および前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表ならびに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで)および当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 945,574 1,394,280

受取手形及び売掛金 1,254,142 1,618,229

完成工事未収入金 5,294,733 8,457,878

リース投資資産 1,684,909 1,782,314

未成工事支出金 3,353,762 1,415,989

商品及び製品 25,669 26,447

仕掛品 89,991 83,736

原材料及び貯蔵品 129,377 136,299

繰延税金資産 403,622 352,909

その他 364,485 273,913

貸倒引当金 △52,067 △87,612

流動資産合計 13,494,201 15,454,388

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 4,084,161

※１
 4,131,343

土地 3,759,076 3,741,915

その他（純額） ※１
 2,475,449

※１
 2,673,195

有形固定資産合計 10,318,688 10,546,454

無形固定資産 287,235 338,593

投資その他の資産

投資有価証券 1,439,404 1,316,235

長期貸付金 92,975 111,605

繰延税金資産 1,523,429 1,603,372

その他 644,716 640,713

貸倒引当金 △48,601 △40,988

投資その他の資産合計 3,651,925 3,630,938

固定資産合計 14,257,848 14,515,985

資産合計 27,752,050 29,970,373
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,166,840 1,296,679

工事未払金 1,499,950 1,631,977

短期借入金 1,230,000 2,305,000

1年内返済予定の長期借入金 1,618,832 1,668,832

未払法人税等 131,254 263,352

賞与引当金 575,964 419,947

その他の引当金 5,356 42,533

その他 951,355 1,059,052

流動負債合計 7,179,554 8,687,375

固定負債

長期借入金 1,111,474 1,895,890

退職給付引当金 3,765,879 3,740,130

役員退職慰労引当金 199,611 214,017

負ののれん ※２
 271,052

※２
 137,107

再評価に係る繰延税金負債 362,025 363,159

その他 195,078 208,857

固定負債合計 5,905,120 6,559,162

負債合計 13,084,675 15,246,537

純資産の部

株主資本

資本金 1,432,939 1,432,939

資本剰余金 9,080 9,080

利益剰余金 13,245,950 13,167,639

自己株式 △68,295 △25,365

株主資本合計 14,619,674 14,584,293

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 213,323 132,350

土地再評価差額金 △504,932 △503,353

評価・換算差額等合計 △291,609 △371,003

少数株主持分 339,310 510,546

純資産合計 14,667,374 14,723,836

負債純資産合計 27,752,050 29,970,373
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 ※１
 19,118,883

※１
 18,041,783

売上原価 16,889,377 16,081,777

売上総利益 2,229,505 1,960,006

販売費及び一般管理費 ※２
 1,753,624

※２
 1,742,030

営業利益 475,881 217,975

営業外収益

受取利息 2,893 1,924

受取配当金 18,242 15,997

負ののれん償却額 13,156 25,504

その他 68,735 61,790

営業外収益合計 103,028 105,216

営業外費用

支払利息 41,618 27,044

賃貸費用 15,568 15,384

その他 9,310 9,014

営業外費用合計 66,498 51,443

経常利益 512,411 271,749

特別利益

貸倒引当金戻入額 17,649 27,095

役員退職慰労引当金戻入額 21,766 －

受取保険金 24,250 －

その他 6,802 6,024

特別利益合計 70,468 33,119

特別損失

減損損失 108,522 －

固定資産除却損 － 11,389

投資有価証券評価損 － 10,807

その他 55,182 11,826

特別損失合計 163,704 34,022

税金等調整前四半期純利益 419,175 270,845

法人税、住民税及び事業税 173,096 118,934

法人税等調整額 61,818 △26,699

法人税等合計 234,915 92,234

少数株主損失（△） △55,447 △2,038

四半期純利益 239,707 180,649
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 ※１
 9,810,851

※１
 9,000,360

売上原価 8,624,471 8,075,911

売上総利益 1,186,380 924,448

販売費及び一般管理費 ※２
 895,286

※２
 868,256

営業利益 291,094 56,192

営業外収益

受取利息 1,886 957

受取配当金 773 830

受取賃貸料 8,926 －

負ののれん償却額 7,129 16,635

その他 16,150 24,539

営業外収益合計 34,865 42,962

営業外費用

支払利息 18,965 12,259

持分法による投資損失 － 7,768

賃貸費用 7,685 9,272

その他 5,585 999

営業外費用合計 32,235 30,300

経常利益 293,723 68,854

特別利益

固定資産売却益 2,212 －

前期損益修正益 1,712 －

受取保険金 1,850 －

貸倒引当金戻入額 － 9,963

その他 844 1,454

特別利益合計 6,619 11,417

特別損失

減損損失 108,522 －

固定資産除却損 － 6,896

投資有価証券評価損 － 4,981

その他 29,303 5,027

特別損失合計 137,826 16,905

税金等調整前四半期純利益 162,516 63,366

法人税、住民税及び事業税 145,779 89,385

法人税等調整額 △40,404 △83,887

法人税等合計 105,375 5,498

少数株主損失（△） △4,602 △3,872

四半期純利益 61,743 61,740
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 419,175 270,845

減価償却費 940,058 591,533

減損損失 108,522 4,089

負ののれん償却額 △13,156 △25,504

貸倒引当金の増減額（△は減少） △49,224 △27,931

退職給付引当金の増減額（△は減少） 116,599 25,748

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △125,012 △14,406

賞与引当金の増減額（△は減少） 31,301 156,016

受取利息及び受取配当金 △21,136 △17,921

支払利息 41,618 27,044

持分法による投資損益（△は益） 4,540 5,241

固定資産除売却損益（△は益） 4,555 8,708

リース投資資産の増減額（△は増加） － 97,404

売上債権の増減額（△は増加） 6,472,336 3,525,279

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,467,994 △1,936,327

仕入債務の増減額（△は減少） △955,373 △261,865

未払消費税等の増減額（△は減少） △273,345 △95,546

未成工事受入金の増減額（△は減少） 92,620 123,712

その他 19,435 △177,776

小計 4,345,523 2,278,344

利息及び配当金の受取額 21,078 17,972

利息の支払額 △38,082 △24,569

確定拠出型年金への移行に伴う支払額 △20,594 △24,095

法人税等の支払額 △281,346 △257,174

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,026,578 1,990,478

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △19,255 △25,493

定期預金の払戻による収入 67,093 25,067

投資有価証券の取得による支出 △191 △207

投資有価証券の売却による収入 1,900 2,100

固定資産の取得による支出 △893,751 △415,983

固定資産の売却による収入 204,023 5,012

貸付けによる支出 △35,764 △9,090

貸付金の回収による収入 41,648 32,723

子会社株式の取得による支出 △12,258 △8,672

その他 17,366 12,399

投資活動によるキャッシュ・フロー △629,189 △382,144
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,940,000 △1,075,000

長期借入金の返済による支出 △844,015 △834,416

自己株式の取得による支出 △37,971 △43,109

自己株式の売却による収入 334 154

配当金の支払額 △106,445 △103,893

少数株主への配当金の支払額 △2,524 △1,201

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,930,623 △2,057,465

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △533,233 △449,131

現金及び現金同等物の期首残高 1,296,034 1,303,246

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 762,800

※
 854,115
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高および完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、工事完成基準を適用して
おりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　
平成19年12月27日)および「工事契約に関する会計基準の適用指針」
(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１四半期連結
会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約か
ら、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実
性が認められる工事については工事進行基準(進捗率の見積りは原価
比例法、又は出来高数量にもとづき算定する方法)を、その他の工事に
ついては工事完成基準を適用しております。
　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は876,594千円、売上
総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は88,670千
円増加しております。
　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

　１　前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除

　　却損」(前第２四半期連結累計期間計上額　7,516千円)は、特別損失総額の100分の20を超えたため、区分

　　掲記することに変更しております。

 

　２　前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「減損損失」(当第２四半期連結累計期間

　　計上額　4,089千円)については、特別損失総額の100分の20以下となったため、特別損失の「その他」に含

　　めて表示することに変更しております。

 

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

１　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「受取賃貸料」(当第２四半期連結会計期間

　　計上額　7,951千円)については、営業外収益総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に

　　含めて表示することに変更しております。

 

２　前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「持分法によ

　　る投資損失」(前第２四半期連結会計期間計上額　4,078千円)は、営業外費用総額の100分の20を超えたた

　　め、区分掲記することに変更しております。

 

３　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「固定資産売却益」(当第２四半期連結会計

　　期間計上額　639千円)については、特別利益総額の100分の20以下となったため、特別利益の「その他」に含

　　めて表示することに変更しております。

 

４　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「前期損益修正益」(当第２四半期連結会計

　　期間計上額　1,554千円)については、特別利益総額の100分の20以下となったため、特別利益の「その他」に

　　含めて表示することに変更しております。

 

５　前第２四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却

　　損」(前第２四半期連結会計期間計上額　5,229千円)は、特別損失総額の100分の20を超えたため、区分掲記

　　することに変更しております。
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【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

３  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

8,905,166千円
※２　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。

相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 7,598千円

負ののれん 278,650

差引 271,052

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

8,963,844千円
※２　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。

相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 8,548千円

負ののれん 145,655

差引 137,107

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１　連結売上高は、通常の営業形態として、第４四

　　半期連結会計期間に集中しているため、業績に季

　　節的変動があります。

　

※２　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び

　　金額は次のとおりであります。

役員報酬 161,640千円

従業員給与手当 582,022

法定福利費 114,294

賞与引当金繰入額 104,818

退職給付費用 57,953

減価償却費 112,040

　

※１　同左

 

 

　

※２　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び

　　金額は次のとおりであります。

役員報酬 161,805千円

従業員給与手当 589,308

法定福利費 110,750

賞与引当金繰入額 108,991

退職給付費用 57,711

減価償却費 101,004

　

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※１　連結売上高は、通常の営業形態として、第４四

　　半期連結会計期間に集中しているため、業績に季

　　節的変動があります。

　

※２　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び

　　金額は次のとおりであります。

役員報酬 77,307千円

従業員給与手当 293,148

法定福利費 61,845

賞与引当金繰入額 62,087

退職給付費用 30,683

減価償却費 56,090

　

※１　同左

 

 

　

※２　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び

　　金額は次のとおりであります。

役員報酬 79,495千円

従業員給与手当 293,858

法定福利費 58,113

賞与引当金繰入額 64,505

退職給付費用 28,039

減価償却費 47,502
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 847,926千円

預入期間が３か月超の定期預金 △85,125

現金及び現金同等物 762,800

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 945,574千円

預入期間が３か月超の定期預金 △91,459

現金及び現金同等物 854,115

 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,878,217

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 307,847

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月19日
定時株主総会

普通株式 103,893 ５ 平成21年３月31日 平成21年６月22日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月11日
取締役会

普通株式 82,340 ４ 平成21年９月30日 平成21年12月10日 利益剰余金

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
情報通信
設備事業
(千円)

情報通信
サービス事業
(千円)

販売リース
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,190,0032,617,2951,003,5529,810,851 ― 9,810,851

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

111,73792,935506,392711,064(711,064) ―

計 6,301,7402,710,2301,509,94510,521,916(711,064)9,810,851

営業利益 118,714260,14196,864475,721(184,627)291,094

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
情報通信
設備事業
(千円)

情報通信
サービス事業
(千円)

販売リース
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

6,168,7472,119,018712,5939,000,360 ― 9,000,360

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

83,749162,744505,818752,312(752,312) ―

計 6,252,4972,281,7621,218,4129,752,672(752,312)9,000,360

営業利益 34,871128,97666,922230,770(174,578)56,192

(注)  １　事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分

情報通信設備事業 …… 電気通信設備・電気設備・無線システム・その他設備工事全般の設
計、施工、保守およびサービス、警備業、労働者派遣業に関する事業

情報通信サービス事業 …… 情報・通信のシステムソリューション、ソフトウェアの開発、情報通信
機器等の販売・据付工事および保守、通信回線利用サービスに関する
事業

販売リース事業 …… 事務機器等の販売、リース・レンタルに関する事業

３　会計処理基準に関する事項の変更

(完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「工事契約に関す

る会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)および「工事契約に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準(進捗率の見積りは原価比例法、又は出来高数量にもとづき算定する

方法)を、その他の工事については工事完成基準を適用することに変更しております。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
情報通信
設備事業
(千円)

情報通信
サービス事業
(千円)

販売リース
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

12,368,4924,739,4772,010,91319,118,883 ― 19,118,883

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

210,483201,808989,2901,401,583(1,401,583)―

計 12,578,9764,941,2863,000,20320,520,466(1,401,583)19,118,883

営業利益 254,146449,416112,528816,092(340,210)475,881

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
情報通信
設備事業
(千円)

情報通信
サービス事業
(千円)

販売リース
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

12,785,2053,801,9041,454,67418,041,783 ― 18,041,783

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

183,934271,2931,000,0671,455,295(1,455,295)―

計 12,969,1394,073,1982,454,74119,497,079(1,455,295)18,041,783

営業利益 237,028178,977129,823545,829(327,854)217,975

(注)  １　事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分

情報通信設備事業 …… 電気通信設備・電気設備・無線システム・その他設備工事全般の設
計、施工、保守およびサービス、警備業、労働者派遣業に関する事業

情報通信サービス事業 …… 情報・通信のシステムソリューション、ソフトウェアの開発、情報通信
機器等の販売・据付工事および保守、通信回線利用サービスに関する
事業

販売リース事業 …… 事務機器等の販売、リース・レンタルに関する事業

３　会計処理基準に関する事項の変更

(完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更)

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、「工事契約に関す

る会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)および「工事契約に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準(進捗率の見積りは原価比例法、又は出来高数量にもとづき算定する

方法)を、その他の工事については工事完成基準を適用することに変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は情報通信設備事業が

654,899千円、情報通信サービス事業が238,801千円、営業利益は情報通信設備事業が38,344千円、情報通信

サービス事業が50,326千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社および連結子会社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 696.54円
　

　 　

　 684.52円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,667,374 14,723,836

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 339,310 510,546

(うち、少数株主持分) (339,310) (510,546)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 14,328,064 14,213,289

普通株式の発行済株式数(株) 20,878,217 20,878,217

普通株式の自己株式数(株) 307,847 114,410

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 20,570,370 20,763,807

　

２  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 11.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

１株当たり四半期純利益 8.76円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

(注)  １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 239,707 180,649

普通株式に係る四半期純利益(千円) 239,707 180,649

普通株式の期中平均株式数(株) 21,217,181 20,632,385
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2.92円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

１株当たり四半期純利益 3.00円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

(注)  １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　  ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 61,743 61,740

普通株式に係る四半期純利益(千円) 61,743 61,740

普通株式の期中平均株式数(株) 21,169,307 20,580,896

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第64期(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)中間配当については、平成21年11月11日開催の取

締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 82,340千円

② １株当たりの金額 ４円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払い開始日 平成21年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

株式会社つうけん

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    田    高    規    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋    田    英    明    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社つうけんの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社つうけん及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月９日

株式会社つうけん

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    田    高    規    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋    田    英    明    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社つうけんの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社つうけん及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１

四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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